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田沼の政治と寛政の改革
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

田沼意次と松平定信は、幕府の政治をどのように立て直そうとしただろう。
語群はありません。習ったことを思い出して書こう。

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 役人の間で地位を求めて を贈る者がふえ、田沼の政治は批判された。

2 天明のききんのころに噴火し、被害を大きくした山は である。

3 寛政の改革では、政治を批判する も取りしまった。

4 寛政の改革では、儒学の一派である 以外の学問を、幕府の学校で教えることを禁じた。

5 松平定信は、老中になる前は 藩の藩主だった。

6 松平定信は、祖父である の政治を手本にした。

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 寛政の改革で、旗本・御家人の借金が帳消しにされた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

8 天明のききんが起こったのは、1830年代である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

9 田沼意次は、年貢だけにたよらず、商業の力を生かそうとした。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

10 田沼意次は、長崎貿易で俵物の輸出をふやした。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと…

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

11 田沼意次と松平定信の政治について、正しいものを選びなさい。　( )

ア どちらも株仲間を認めた イ 田沼は倹約を命じ、定信は商業を生かそうとした

ウ 田沼は商業を生かそうとし、定信は倹約で引きしめた エ どちらも蝦夷地の開発を行った

12 囲米について、正しいものを選びなさい。　( )

ア ききんに備えて大名に米をたくわえさせた イ 商人から営業税を取った

ウ 借金を帳消しにした エ 蝦夷地を開発した
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